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這ガス 取扱説明書

ガス温水床暖房ヌック「はやわざ」

このたびは、弊社商品をこ購入いただき誠に有り難うこざいます。

ご使用の前に、本書を良くお読みの上、良い状態で末永くお使いください。

また本書中の安全に関する重要な内容については、必すお守りください。

誤った取扱をされた時に死亡や重傷など重大な結果に結びつく可能性が

大きいものにr.&警告Jのマークを、状況によっては、重大な結果に結びつく可能性がある
ものに「企ゞ主意」のマークを記載しております。

使用時にいつでも読むことができる場所に必す保管をお願い致します。

この表示を無視して誤った取り扱いをされると、使用者等が死亡または重傷を負う可能性
，＇が想定される場合を表しています。

この表示を無視して誤った取り扱いをされると、使用者が負傷する可能性が想
定される場合、及び物的損害のみの発生が想定される場合を表しています。

絶対に行わないで下さい。

使用上の注意 奮告・注意・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2P~4P
故障かな？と思ったら・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・SP
（次のような現象は故障ではありません）

二：：口これ；:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::~: 



使用上の注意警告・注意
. 

項目 内容

●床面で灯油などこば

■氏に灯●、ベ,;;マニュキュアアルコール水 門尺ご三＆ さない・扱わない 薬品、醤油、ペットなどの排泄物などをこぽさない

で下さい。こぽした場合には床仕上げ材、床暖房

警告 (S) パネルは変色など品質を損なう恐れがありますの

で、速やかに乾いた雑巾で拭き取って下さい。

●低温やけどの恐れあ ■床暖房中床面に長時間座ったり、寝そぺると

留Ll¥ 0 
り 比較的低い温度でも皮ふ傷害を起こす危険

があります。特に病人・高齢者・乳幼児・皮ふ

警告
の弱い方などには、ご家族の方が十分にご

注意下さい。

●床暖房の上にスプレ
●熱でスプレー缶内の庄力が上が"・●扱する 三言雀& (9 ―缶、ライター等を置 恐れがあります。

かない

警告

●リモコンに水をかけた

■感電＂玩があります 0 万夏凰& (9 c、濡れた手で操作しな ●故障の原因となります。
※リモコンをお掃除するときは、ペンジンや油脂系

警告
の洗剤は使用しないでください。変形する場合

があります。乾いた布等で拭き取って下さい。

●リモコンは自分で分解、 ■発火したり、感電の恐れがあります。

~ & (S) 修理｀改造等は行わない。

警告

●床へは物を剌さない ●床暖房を骰置している床に、突起物（釘・画

喜& (S) びょう・きり・裁縫針・ダニ防虫剤の注射針・

はさみ・包丁等）を剌したりしないで下さい。

注意
水漏れの原因となります。

●床へは衝撃を加えな ■床が破損し、水漏れの恐れがあります。

＊ & (S) し’
注意

I 

●床下防腐｀防蟻処理 ■床暖房および配管類に処理剤が付着すると
◎叩迅ご員亨／ &~ 等をされるときにはご 処理剤の溶剤によって床暖房の性能が雑

注意を 持できなくなることがありますので、付麓させ

注意
ないようにして下さい。

●重いものはそのまま ■ピアノなど重量物にはパッド等の緩衝材を数

直&(9 置かない いて纂中した荷重がかからないよう餃置して

下さい。床が破損し、水漏れの恐れがあります。

注意

●床仕上げ材の上に ■カーペット、ゴザ等の敷ものを敷かないで下さ

旱&~ 敷かない し＼性能が発揮できない場合や｀床暖房の熱

がこもって、床仕上げ材がひび割れ、変形、

注意 収縮｀変色等の不具合が生じることがあります。



使用上の注意 警告・注意

項目 内容

●家具等を直接床に置 ●床暖房の上に、講度品、家具などを直接置き

&注意 ~ 
かない ますと家具等に熱がこもり、ひずみ等が発生

する恐れがあります。床表面と家具などの間
に空間を設けるようにし、熱がこもらないよう
に配慮して下さい。

●ホ・／トカーベットやこ 1■床暖房の熱がこもって床仕上げ材がひび割れ、& (S) たつなどとの併用はし 変色収縮等の不具合が生じることがあります。
ない

注意

●床に水がこぼれたら ■次のようなものをこばした場合には床仕上げ材，

~注・意 (S) 
速やかにふきとる 床暖房バネルの変色など品質を損なう場合があり

ますので遼やかに乾いた雑巾で拭き取って下さい、》
（水、薬品` 醤油、汁物、ペットなどの排泄物等）
■常時｀水の飛び散る台所や洗面所周辺は、還れ
たまま長時間放置しないで下さい。床仕上げ材や
床暖房パネルの品質を損なうことがあります。

●家具は引きずらない ●重たい家具などを動かす場合には、引きずら

& (S) ずに必ず持ち上げて移動するようにして下さい。
また、椅子等を引きずりますと床仕上げ材に

注意 傷が付きます。床と接触する部分にフェルト
などを貼り付けて保護して下さい。

●キャスター付きの椅 ●キャスター付きの椅子や家具および車椅子

~注・意 (S) 
子や家具および車椅 等の使用は避けて下さい。傷やへこみ、床鳴
子は使用しない り等の原因となります.(ハードシリーズ除く）

（注1ハードシリーズについてはP6参照

●閉め切ったお部屋で ■閉め切ったお器屋では、ごくまれに体調が悪くなる場合

& 
長時間使用しない があります。接董剖や床仕上げ材が原因（ホルムアル

デヒド）のひとつに考えられますので、窓を開放し換気を
行って下さい。（床履房以外の製品が原因の場合もあ

注意 りますので、床仕J:lf材の楕工店1こご相該下さい）

●床暖房を他の目的に ■特殊な用途（例えば衣類の乾燥や動物の飼

&注意 (S) 
使用しない 育、植物の栽培、食品の保存等）には使わな

いで下さい。

●床仕上げ材の貼替 ■床仕上げ材を貼替える場合には、施工店に
え時にはご注意を お問い合わせ下さい。

A-韮
●床仕上げ材のお手 I■日常のお手入れ参照・・・・.....・・・・・・7P 
入れの注意

A-韮

●エアコンやテレピ等 I■故障の原因1こなります。
のリモコンは長時間
置かないで下さい 三



使用上の注意警告・注意

項目 内容

●エアコン等による暖 ■エアコン等による暖房装置の連続使用によ

戸& 房装置の連続伎用 り室内が過乾燥になり仕上げ材に隙やひび
をしない 寄れが生じることがあります、乾燥を抑えるた

注意
めに加湿器の1引用をお勧めします。

●直射日光に長時問さ ■フローリングは直射日光に長時間さらされると

こ& らさない 日焼けによる変色が生じるおそれがあります。
カーテンやプラインドで直射日光を出来るだ

注意
け遮って下さい。

●灯油等油類に注意 ●灯油等油類をこぽし、しみ込みますと、下地の

言& 
温水マットが溶解し、床がたわむ場合がありま
すのですぐに拭き取って下さい。

注意

●毛染剤、家庭用パー ■毛染剤、家庭用バーマ液｀靴墨等の汚染は 尺

& マ液｀靴墨等に注意
とれません。使用するときは必ず床の上に力 三乏胄互S呈パーをして下さい。

注意

●火のついたタパコ、ア ■火II)ついた夕/(コを落としたり、アイロンを倶すと表面が

一邑&0  
イロンに注意 競I/焦If_火災の恐れがありますのでご注意下さい。また、

焦げ跨は一度つ〈ととれません。タパコのヤニはアルコー
ルを含ませた布で拭き取って下さい.(アートシリーズの

警告
場合は表面の化粧シートが熱で収縮します。）

●コントローラーの近く ■コントローラの近くで他の霞房器具を使用しますと，熱に

言 ー

& で他の暖房器具を使 より故障したりコントローラに内蔵された室温センサーが
用しない 誤作勧することがあります。また，直射日光が当たる場所

注意 にコントローラーがある場合も同様の可能性があります
(!)で、カーテン等で日光を遮って下さい。

●植木鉢やプランター ●植木鉢やプランターの下には必ず皿を敷いて、 ； & の下には必ず皿を敷 水がフローリングの上に流れないようにして
＜ 下さい。水が流れるとフローリング表面に、変

注意 色やヒピワレが生じる恐れがあります。

●家庭用ペンジン等で ■クレヨ乞絵の具の落書きはシミにならないう

雪& 拭き取る ちに家庭用ペンジン等で拭き取って下さい。

注意

●直ちにかた＜絞った ■ペットなどの排泄物をそのまま放置しますと、

攣& (9 雑巾等で拭き取る 水をこぼした場合以上に仕上げ材の美観な
ど品質を損なうことがあります。直ちにかた＜
絞った雑巾できれいに拭き取って下さい。注意

●つぎのような場合には、 ■取扱書に記蔵する「警告」「注意」「お願い」
保証期間内でも有料 を守らなかった場合に生じる故陣及び損傷
修理になります



故障かな？と思ったら ■次のような現象は故隠ではありません
このようなときには 説明 処置

●床面がなかなか暖 ●床面が暖まるには床仕上げ材の種類や夕1気温度、住宅構 ●あらかじめリモコンでタイマー運転を設定して
まらない 造等によって変化し｀暖房感が得られるようになるには予熱 ご使用下さい。（リモコンの設定方法につい

時間が必要です。 てはリモコンの運転手順をご確認下さい］
●床面が適度に暖まるには住宅事慣（床構造、仕上げ材、

敷設宰等）、外気温度により多少時問差はあIJますが、約1
時間程度かかります。（畳などの場合は約1-2時間）
※床面温度が30℃にならない床仕上げ材もあります。

●床温が上がらない ●室温センサー付きの床暖房Jモコンをお使いの方は、リモコ ●ストープ等の暖房機器の位置を変更して下
●室温が上がらない ンの近くにストープ等高温1こなる機器を置かれますと，暖房 さい。

機能が発揮出来ないことがあります。 ●カーテンで遮へいしてご使用下さい。
●リモコンに日ざしが直接あたる場合にも暖房性能が発揮出

来ないことがあります。

●床面の暖かさが場 ●温水床暖房はパイプ内に温水を循環させて床を暖めており｀ ●異常ではありません。
所によって違う パイプのあるところとないところでは床面の温度に若干の

差が生じます。

●リモコンの温度設 ＜室温センサー付きの場合＞ ●リモコン設定を上げて下さい。

定を変えないのに ●室温が設定より高い場合には、床面温度を下げて室温翡

床の温度が低くな 整をしています。

った

●床暖房使用中に音 ●床暖房を使用すると、床面から音がする場合があります。こ ●巽常ではありません。

がする れは、床暖房の熱によってパネル本体および床仕上げ材、
床の構造体が膨張・収縮し発生するものや温水の通水音

によるものです。

●床面の足触•Iが場 ●温水配管接続部、温水配管部等、床面の足触りが部分的 ●異常ではありませんc
所により違う に周辺部分と巽なることがあります。

●床表面に凹凸や段 ●温水マットの2枚以上の併妓時や床仕上げ材や床暖房マ ●異常ではありません。
差がある ットと周辺合板の継ぎ合わせ部等には多少の凹凸があるた

め、光の照らし具合により目立つことがあります。

●床仕上げ材の継ぎ ●フローリングや畳などは天然材を使用しています。酎熱処理 ●異常ではありません。

目に隙間がある や含水率調整をした床暖房用のものを使用していますが、
床暖房の熱やエアコンなどの暖房装置の連続使用による

過乾燥で素材が収縮し、わずかですが継ぎ目に隙間が生じ
てしまうことがあります。

●床仕上げ材の変色 ●床仕上げ材に直射日光が長時間当たりますと、日焼けによ ●カーテンやプラインドなどで遮るようにして下
る変色やひび割れが生じる可能性があります。 さい。

、 a- 【異常時の処置】 ~c- 芦 •,e.c·c,o—,_・'.. ~ 口五~~~ 立口皿こ疇こにこ立お'~ ~'こ・—

(1)万一こ使用中に巽常な運転音、奥気に気づかれたら、速やかに運転を停止して、大阪ガスまたは大阪ガ
スサーピスショッブにこ連絡下さい。

(2)地震、火災が発生したときには、速やかに運転を停止して下さい。

(3)水漏れ等に気付いたら運転を停止して、大阪ガスまたは大阪ガスサーピスショップにこ連絡下さい。

”こ：し●'Cここ芯二 tぶにこ＝こ-~, =-叉’やc.ごC C. こ了なご...こ C'



性能に関するこ注意

はやわざ戸健住宅用

■温水式床暖房は、フローリングの下にある床暖房マソトの温水パイプ内に温水を流すことによって床表面を
暖めます。そのため温水マノトが通っている部分とそれ以外の部分で、温度↓こ差があります。

■住宅の構造や外気温の条件によっては補助暖房が必要になる場合があります。

■床下に断熱材がない場合はある場合と比ぺてランニングコストや立ち上がり時間に差があります。

●フローリングは、木質材料を使用しておりますので床暖房使用により、多少の収縮があり部屋の周囲や製品

間にスキや反')、歩いた際のきしみ音が発生することがありますのでご了承下さい。

■床暖房使用時に、「温水の流れる音」や熱による木材の乾燥収縮等から生じる「きしみ音等の床鳴り音」
が発生する場合がありますのでご了承下さい。

■床暖房設置後に接着剤等による臭いがする場合がありますが、数日間経過すれば自然に消えます。
早急に対処する場合は換気を充分にして下さい。

■仕上げ材（ハードシリーズ）は、以下のような酎キャスター性能を想定しています。

想定使用状況： 室内使用の中で使用頻度が多いと思われるキャスター椅子を想定

キャスター： キャスター椅子によく用いられるプラスチソクキャスター（双輪、直径5cm、

巾9mm)

フローリング仕上げ II荷
くタイプm>

重： 1輪あたりの荷重は20kgと想定

※人が座った4輪のキャスター椅子（人と椅子の合計重量が80kgと想定）

荷重回岱： 仕上げ材の同じ場所を35000回往復 (9回／日X365日X10年）

評価方法： 仕上げ材の表面の凹みが0.2mm以下であり、破壌がないこと

豪庭用そ対象としており．纂務用などの想定よりも過酷なご使用条件になる場合、仕上げ材襄面の凹みが目立ったり、破損が生じること
がありますのでご了承下さい。

■仕上げ材（ハードシリーズ）に、キャスター製品をご伎用いただく場合、以下の点にご注意下さい。

①仕上げ材（ハードシリーズ）は、上記のような想定で試験を行っていますが、若干の凹みが生じることがありま
す。

②プラスチックキャスターやゴムキャスターは使用可能ですが、ゴムキャスターを使用した場合ゴム跡が若干残

ることがありますのでご了承下さい。

③全属製キャスター、直径の小さなキャスターや極端に細いキャスター等の部分的に大きな荷重がかかりやす

いものはご使用になれません。

④士上げ材の表面に砂など硬い巽物があるとキャスター使用時に表面傷が発生し、耐キャスター性能が低下

しますのでご注意下さい。



日常のお手入れ方法

1フローリングは本質的に水気を嫌います。日常のお手
入れには、化学雑巾か乾いた雑巾を使用して下さい。ま

た化学雑巾は水濡れ箇所には絶対使用しないで下さい。

床材表面が白化する場合があります。

尚、汚れがひどい場合には水を含ませた雑巾を固く絞り、

拭き取り後乾拭きをして下さい。濡れ雑巾を頻繁にこ便

用になりますと、フローリングの表面にひぴ割れが生じ

る場合がありますのでこ注意下さい。

■ワックスについては以下のものをお勧めいたします
メーカー名 嚢品名

（篠）リンレイ オール・フローリングお手入れ用ワックス

コニシ（株） ゴールドユカ・フロアバック

ジョンソン（株） 床ピカピカ

ベンギン（株） ベンギンルックス

●ワックスをこ使用の場合は以下の事項に注憲して下さい。

（アートシリーズSUシリーズは．ヮックス摺けが不要です。）
※ワックスの具体的使用方法については．ワックスメーカー
の取扱説明・に従って下さい。

女ワックスは絶対に床の上にii攘流さl'に、きれいな布に
含ませ、しすくが落ちない程震に絞つて床面に薄くムラ

無く塗り広げて下さい。ワックスを直接流したりしすく

が落ちるような布で塗ったりすると床材表面の美観を損

ねることがあります。

女室内の温匿が5℃以下の時や、雨の日で湿匿が極端に高い

ときは、床の表面が白っぼくなることがありますので、

このようなときはワックスは便用しないで下さい。

5
2
 |
 

女床面が十分に乾爆している（水気がない）ことを確認し

てワックスを塗って下さい。

女床用洗剤を使用するときは、洗剤分が床に残らないよう

に拭き取ってからワックスを塗って下さい。また洗剤を

フローリングに多量にまき散らすと製品の美観など品質

を損なうことがありますので絶対にしないで下さい。

女ワックス掛けの前後で化学雑巾は使用しないで下さい。

床の衰面が白っぽくなる康因となります。

がワックスは定期的に市販の水性樹脂ワックスを約3ヶ月に

一度掛けることをお勧めします。なおワックスの種類に

よっては、滑りやすくなる場合がありますのでこ注意下

さい。



ガス温水床暖房ヌック「はやわさ」
このたびば弊社商品をコ溝入いただき、誠に有り難うございます。

ご使用の前に、本書を良くお読みの上、良い状態で末永くお使いください。

また本書中の安全に関する重要な内容については、必ずお守りください。． 
誤った取扱をされた時に、死亡や重偏など重大な結果に結びつく可能性が大きいものに「△警告」のマークを、

状況によってば重大な結果に結びつく可能性があるものに「△注意」のマークを記載:..ております。

必ずご使用時にいつでも糀むことができる所に保管をお願いいたしま七

も吹限ガス
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共通事項

5
4
ー

■濃水式床曜房は、フローリングの下にある床曝房パネルの遍水パイブ内に温水を
讀すことによって床表薗を曝め家す．そのため温水バイブが遍っている鄭分とそ

れ以外の綿分で、温震に董があります。

■住宅の欄遣や外鸞濃の彙件によっては、 111動曝房が必璽になる場合があります。
■床下に翫熱材がない湯合は．ある場合と比べてランニングコストや立ち上がり鱒
間に羞があります。

■フローリングは｀木賣材料を使用しておりますので庫疇房饒用により、多少の収
纏があり綿●の層囲や襲晶間にスキや反りが覺生することがあり拿すのでご了承

ください．

■床曝房使用綺1こ． 「濯水の凜れる奮」や熱による木材の乾爆収纏疇から生じる「き
しみ奮事の床鴫り奮」が発生する場合がありますのでご了承ください。

■床曜舅設置後に捜着剤等による具いがする場合がありますが．敷日間経 遍すれ
ば自然1こ清えます。
■仕上げ材（ハードシリーズ）は、以下のように耐キャスター性能を想定しています．
想定Ill!用状況：宣内侵用の中で使用頻度が多いと息われるキャスター槽子を慧定
キャスター ：キャスター槽子によく用いられるブラスチックキャスター

（双輪．璽径San、巾虹讀）

青 重 ： 1輪あたりの凋重は201<&と懇定。
※人が塵った4●のキャスクー橋子（人と嶋子の會計重量がBOkrと想宣）

書重回戴 ：仕..1:11材の同じ湯所を35000回往復．
※B.5回／日 •365 日 •10鐸 ~31.025園/10隼

評価方法 ：仕上げ材の表iiiの凹みが0.2111以下であり亀罐損がないこと．

慧定よりも遍鵬なご便用条件になる場合、 tt..1:11材覆薗の1!!1みが目立ったり、 111損が生じ
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.仕..1:11材（ハードシリーズ）に、キャスター襲品をご使用いただく場合、以下の
点にご注意ください。
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②上記は一般的な住宅用途での憑定であり● ●務用途疇（事務所、綱饒、食鸞攀）

の過藝な使用条件になる場合｀仕上げ材表面の凹みが目立ったり、破績が生じ
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を使用した場合ゴム鱒が著干残ることがあり家すのでご了量ください．
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はやわざ戸遣住宅用 •システムの構成上（温水マットのヘッダー郵疇）や下地の状態により、踏
年）ガ仕上げタイブD)I み感の異なる箇所がありますのでご7承下さい。

1母ざ集合住宅用
（フロ-')ング仕上げタイブ）

■フローリングは、本賣的に水気を嫌いまt日常のお
手入れには．化学繕巾か乾いた輔巾を使用してくださ

い。また化学縫巾は水濡れ箇所には絶対使用しない
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鉗呼祐カ(t)..!:い場合に1わkをふくまttt::艤巾勅ヽた＜
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ご使用にな頃寸と、フローリングの表面にヒビワレが
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■ワ":I?スについては以下のものをおすすめいたします。
たカー名 寓品名
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ジョンソメ紛 床ビカビカ
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匹ざ集合住宅用 1 ・下地の状態により、家具事を設置したときに傾くことがあります。
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■エアコンやテレビ事のリモコ次長時間置かないで

故下誓］になり討三旦喜二

■重たい家具などを動かす場合には、引きずらずに必
ず持ち上げて移動するようにしてください。却トこ、楕

子事を引きずりますと床仕上げ材に傷がつきます。
床と捜触する部分にフェルトなどを貼り付1ナて保II

'ii~ 鳳昌
5
6
ー

●フローリン?'J;j:直射日光に長峙間さらされると日燒け
による変色が生じるおtt1.がありま机カーテンやブ
ラインドで直射日光をできるだけさえぎって下さい。

固二
●槽木鉢やブランターの下には必ず皿を敷いて、水

がフローリングの上に流れないようにして下さい。水

が流れるとフローリング表面に、変色やヒビワレが

生じるおそれがあります。

虜二
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■毛染剤、家厩用パーマ液、靴墨などの汚染lえ：れま
せん。使用するときは必ず床の上にカバーをして下

さい。

心喜塁:
■火のついたタバコを蒐としたり、アイロンを倒すと表
面が焼けこげ、火災の恐れがありますのでご注意

下さい。また、こげ跡は一度つくととれません。タバ

コのヤニはアルコールを含ませた布で拭き取って下
さい。（アートシリーズの場合は表面の化粧シートが

熱で収縮します。）

豆 三
(S) -=z=-

■ベットの捨泄物をそのまま放置しますと、水をこぼし
た場合以上に仕上げ材の費観など品賃を損なうこ

とがあります。直ちにかた＜絞った雑巾できれいに

拭き取ってください。

喜鬱塁

△ この表示を撫視して鱗った取り扱いをさ &. ~:::!: し；：饒っ；:~~·;: 芯、、

警告
れると、使用者が死亡または重傷を負う

可能性が想定される場合を表しています。 ;主月邑、ユおよび物的損害のみの覺生が想定される鳩合
を表しています。

。絶対に行わないでください

■床暖房中床面に長時間座ったり、寝そべると比較低い
温度でも皮ふ陣害を起こす危験があります。特に病

人・高齢者・乳幼児・皮ふの弱い方などには、ご家族

の方が十分にご注意ください。

■リモコンの取り付け・分解・修瑾は、お貫い上げの販売
店または、専門婁者に依頼して行ってください。ご自分

で取り付けや分帳・修遷をされ不傭があると、発火した

り、感電の恐れがあります．

■リモコンを水洗いしたり、濡れた手で操作しないでください。
・感電の恐れがあります。

・故障の原因となります。

※リモコンをお掃除するときは、ベンジンや油脂系の洗剤

は使用しないでください。変形する場合があります。

乾いた布等で拭き敢ってください。

■床暖房の上にスブレー缶やライター亭を置かないで
ください。

・熱でスブレー缶内の圧力が上がり、破裂する恐れがあり

ます。

■床に灯渾ペンジン、マニュキュア．アルコール、水、
藁品、醤油` ペットの撓泄物などをこぽさないでください。

こぼした場合には床仕上げ材.Ifill房パネルの変色

など品●を損なう恐れがありますので、速やかに乾い

た鰻巾で拭き敢ってください。
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■床仕上げ材を彊讐える湯合には、床仕上げ材メーカー
権定工法で籍工してください．詳しくIt!奮エ店にお問

い合わせください。 ⑮
〇

■床下木材の防腐迅珊をされる場合、床曜房および配
管類に是珊剤が付着すると処珊剤の澪剤によって床

曝房の性能が縫袴できなくなることがありますので、付

着させないようにしてください。

⑮
〇 象

5
5
 

■閉め切ったお翻●ではごく甜1に体調が悪くなる場合
があります．撞着剤や床仕上げ材が厠因（ホルムアル

デt:ド）のひとつに考え砧ますので、憲を開放し換気 Lh 

竺字~-~=!::::::.i;:.相::.~: [;;] 

■コントローラの近くで他の曝舅暑具糾更用しますと、熱
により諏韓したりコントローラに内戴された宣温センサ

ーが麟動作することがあ•J'il:t". また、直射日光が議た

る湯所にコソローラがある湯合も1111樺の可籠性があ

りますのでカーテン事で日光をさえぎってください．

忍 ゃ鸞躙麟躙瓢ti<}•··•c?tf1
■床ヘゴ冒撃を加えないで下さい．
・床が鶴損し、水漏れの恐れがありま,.. 

息贔
■疇房以外の糟魏な用遍（例えば衣類の乾爆や動
物の鯛青・纏物の摯壕、食品の曇存事）（コれ饒わな
いで下さい。

■曝属を設•している床1::. 賽麟枷 err直びょう•きり・
戴饂針・ダニ防虫割の注射針•は~-)を綱したり
ぃよいでください．水漏れの1l1i因になります．

息``

"iA. 

■床曝属のかか?Cいる珊所1:::.カーペット．ゴザ疇の
戴ものを戴かないでください．性饒が覺鐸できない
湯合や、床曝房の鵬がこもって、庫仕上げ材がひび

割れJ賽鼠収■.Jtf邑疇の不具合が生じることが
あります。（ホットカーペットやこたつなどとの併用は
しないで下さい。〉

ニ苔⑮0
 ■エアコン事による鴫房肇置の遍麟襖用により宣内が過乾爆1こなり仕上げ材•=キやロビワレが生じる
ことがあ•.111!す。乾爆を抑えるために加濃響の併用を
M りめします。

■床疇舅の上に．鯛虞贔軍具な咋●撞●きますと
寧具事に熱がこもり、ひずみ疇が覺生する恐れがあ

匹．藍襲iiiと蒙具などの間,_皇間＆霞Itるようユ”‘
鵬がこもシ汎ヽように
配慮して下さい．

函

■ピアノなど重量働にはバッド疇の●響材を戴いて集
中した讐重がかからないよう餃置してくださいJ撃が
鶴鯛し、水漏れヽ 》恐れ.fJ{あります．

屋塁
3
 

4
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・感電の恐れがあります。

・故障の原因となります。

※リモコンをお掃除するときは、ベンジンや油脂系の洗剤

は使用しないでください。変形する場合があります。

乾いた布等で拭き敢ってください。

■床暖房の上にスブレー缶やライター亭を置かないで
ください。

・熱でスブレー缶内の圧力が上がり、破裂する恐れがあり

ます。

■床に灯渾ペンジン、マニュキュア．アルコール、水、
藁品、醤油` ペットの撓泄物などをこぽさないでください。

こぼした場合には床仕上げ材.Ifill房パネルの変色

など品●を損なう恐れがありますので、速やかに乾い

た鰻巾で拭き敢ってください。

[
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共通事項
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■濃水式床曜房は、フローリングの下にある床曝房パネルの遍水パイブ内に温水を
讀すことによって床表薗を曝め家す．そのため温水バイブが遍っている鄭分とそ

れ以外の綿分で、温震に董があります。

■住宅の欄遣や外鸞濃の彙件によっては、 111動曝房が必璽になる場合があります。
■床下に翫熱材がない湯合は．ある場合と比べてランニングコストや立ち上がり鱒
間に羞があります。

■フローリングは｀木賣材料を使用しておりますので庫疇房饒用により、多少の収
纏があり綿●の層囲や襲晶間にスキや反りが覺生することがあり拿すのでご了承

ください．

■床曝房使用綺1こ． 「濯水の凜れる奮」や熱による木材の乾爆収纏疇から生じる「き
しみ奮事の床鴫り奮」が発生する場合がありますのでご了承ください。

■床曜舅設置後に捜着剤等による具いがする場合がありますが．敷日間経 遍すれ
ば自然1こ清えます。
■仕上げ材（ハードシリーズ）は、以下のように耐キャスター性能を想定しています．
想定Ill!用状況：宣内侵用の中で使用頻度が多いと息われるキャスター槽子を慧定
キャスター ：キャスター槽子によく用いられるブラスチックキャスター

（双輪．璽径San、巾虹讀）

青 重 ： 1輪あたりの凋重は201<&と懇定。
※人が塵った4●のキャスクー橋子（人と嶋子の會計重量がBOkrと想宣）

書重回戴 ：仕..1:11材の同じ湯所を35000回往復．
※B.5回／日 •365 日 •10鐸 ~31.025園/10隼

評価方法 ：仕上げ材の表iiiの凹みが0.2111以下であり亀罐損がないこと．

慧定よりも遍鵬なご便用条件になる場合、 tt..1:11材覆薗の1!!1みが目立ったり、 111損が生じ
る湯會がありますのでご了承ください．

.仕..1:11材（ハードシリーズ）に、キャスター襲品をご使用いただく場合、以下の
点にご注意ください。

①仕上げ材（ハードシリーズ）は．上記のような想定で試験を行っていますが．

若干の凹みが生じることがあります。

②上記は一般的な住宅用途での憑定であり● ●務用途疇（事務所、綱饒、食鸞攀）

の過藝な使用条件になる場合｀仕上げ材表面の凹みが目立ったり、破績が生じ

る場合がありますので、使用しないでください．

③ブラスチックキャスターやゴムキャスターは111!用可饒ですが、ゴムキャスター
を使用した場合ゴム鱒が著干残ることがあり家すのでご了量ください．

④金属襲キャスター、直径の小さなキャスターや纏蠣に纏いキャスター書の翻分

的に大きな膏重がかかりやすいものはご使用になれません．

⑤仕上げ材の覆画に砂など襄い員物があるとキャスター侵用膊に襄iii傷が覺生し、
耐キャスター性態が低下しますのでご注意ください。

はやわざ戸遣住宅用 •システムの構成上（温水マットのヘッダー郵疇）や下地の状態により、踏
年）ガ仕上げタイブD)I み感の異なる箇所がありますのでご7承下さい。

1母ざ集合住宅用
（フロ-')ング仕上げタイブ）

■フローリングは、本賣的に水気を嫌いまt日常のお
手入れには．化学繕巾か乾いた輔巾を使用してくださ

い。また化学縫巾は水濡れ箇所には絶対使用しない

で下さい。床材表面が白化する場合があります。

鉗呼祐カ(t)..!:い場合に1わkをふくまttt::艤巾勅ヽた＜

絞り、ふきとり後乾拭きして下さい。濡れ雑巾を頻繁に

ご使用にな頃寸と、フローリングの表面にヒビワレが

生じる場合がありますのでコ主意ください。

■ワックスをご使用の場合は以下の事項に注意して下さ
い。（アートシリーズは、ワ':I?ス掛1切泌憂です。）

女ワックスは絶対に床の上に直接流さずに、きれいな布

に含ませ、しずくが落ちない程度に絞って床面に簿くム

ラ儒く塗りひろげてください。ワックスを直接流したり、

しずくが蒐ちるような布で塗ったりすると床材表薗の養

観を損ねることがあ頃す。

女室内の温度が5"C以下の饒や、爾の日で濯度が櫃

嶋に富いとぎよ床の表面が白っぼくなることがあり

ますので、このよ況［とぎ太、ワ•:/)スは使用しないで

下さい。

女床面が十分に乾爆している（水気がない）ことを確

認してワックスを塗って下さい。

女床用洗剤を使用すると!I.I:..洗剤分が床に残らいよ
うに拭き取ってからワ•:/7スを隻って下さい。また洗

剤をフローリンクこ多量13き散らすと製品の美観

など品質を損なうことがありますので絶対にしない

でください。

女ワ・:,?ス掛けの前犠で化学雑巾は使用しないで下

さい。床の表面が白っぼくなる原因となります。

女ワカスは定期的に市販の水性樹脂ワ•:,?スを約3

ヶ月に一度掛けることをおすすめしま究なおワック

スの糧類によっては、滑りやくなgll合がありますの

でご注意ください。

■ワ":I?スについては以下のものをおすすめいたします。
たカー名 寓品名

瞬）ンレイ オール・フロ-')ングお手入れ111ワ".I?ス

コニソ粉 ゴールドユカ・フロアパ・n
ジョンソメ紛 床ビカビカ

ペンギス慟 ペンギンル".I?ス
※ワックスの具体的使用方浪については、ワックスメーカ一の取扱
IJI明書lこしたがって下さい

匹ざ集合住宅用 1 ・下地の状態により、家具事を設置したときに傾くことがあります。
(7ロ-I)ング仕上げタイブ） この湯合は、転劉防止事の処置をして下さい。
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床面がなかなか

曙まらない。

・床面が曝まるには床仕上げ材の種類や外気濃度、住宅 •あらかじめリモコンでク
構造等によって変化し、暖房感が得因るようになるには イマー運転を餃定して
予熟時間が必妻"t'T. I ご使用ください． （リモ

コンの設定方法にいて
はリモコンの運転手順
をご躙認ください）

床温が上がら社‘・

室温が上力らない。

・室温センサー付きの床暖房リモコンをお使いの方は、リ ・スI-プ等の曝房機器
モ＝ンの近くにストプ攀高温になる機器を置かれますと、 の位置を変更してくだ
暖房性能が発揮できないことがあります。 さい．

・芯；澪孟ヰあたる楊合にも暖房性能が発揮 I~~ ご‘して
床面のあたたかさが

場所l::J:ってちがう．
・温水床暖房はパやプ内に糧水を循環させて床をあたため 1 ・異常ではありません
ており、バイプのあるところとないところ"t'f';l:J未面の温度に
若干の差が生じます。

リモコンの温度設定 ＜室温セン!1--f寸きの場合＞ ・リモコ刀役定を上げて

を変えないのに床の ・室温が設定より高い湯合には、床面温度を下げて室温躙 1 ください。
温度が低くなった。 1 整をしています。

5
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床Ill房を使用中 ・床暖房を使用すると、床面から音がする蝙合があります。 I "異常ではありません
に音がする 1 ゴヰ郎曖房の!™.:.I:ってパ杓レ本体およ碑仕上げ材、

床の構造体が膨張・収縮し発生するものや這水の通水
音によるものです。

床iiiの足鯖りが ・Ill水配管接練部や温水配管部等のため、床而の足触り I . 異常ではありません
場所によりちがう 1 が部分的に周辺部分と異なることがあります。

床表面に1!!l凸や
段差がある

・温水パネルの2枚以上の併設時や床仕上げ材や床霞房
,~ ルと周辺バネルの縫ぎ合わせ部等には多少の凹凸
があるため、光の照らし具合により目立つことがあります。

・異常ではありません

床仕上げ材の繕

ぎ目に輝間がある

・フローリングや畳な~:l:天然材を使用しています。酎熱処
埋や含水1'¥J!I殻-.1,W't.1祠配舅用のものを使用していますが、
床曝房の熱やエア＝ンな/:!rJ)曝房装置の連饒使用による
過麓燥で素材が収縮し、わずかですが継ぎ目に隙間が生
じてしまうことがあります。

・異常ではありません

床仕上げ材の賣色 ・床仕上げ材に直射日光が長時間当たりますと｀日焼けによ
る変色やひび割れが遵Iだれません。

•力←ンやプライントな
どで遮るようにしてくだ
さい．

【異常時の処置】
r・・------・-・・・・-----------------------------・----------------, 
＇ 万ーご使用中に異常な運転音、臭気に気ずかれたら、速やかに停止して、大阪ガスまとは大阪ガスナービスジ日ップ｀
， にご連絡ください。： 地震火災が発生したときには遠やがこ運転を停止してください。
， 水Ui等に気ずいたら運転を中止して、大阪ガスまたは大阪ガスサーピス汲ョッカこご連絡くたさい． ， L------------------------------------------------------------.J 

ガス温水床暖房ヌック「13-r■,ゎさ」
このたびは，弊社商品をコ虜入いただき、誠に有り難うございます。

ご使用の前に、本書を良くお読みの上、良い状態で末永くお使いください。

また本書中の安全に関する重要な内容については、必ずお守りください。． 
誤った取扱をされた時に、死亡や重傷など重大な結果に結びつく可能性が大きいものに「△警告」のマークを、

状況によっては重大な結果に結びつく可能性があるものに「△注意」のマークを記載しております。

必ずご使用時にいつでも院むことができる所に保管をお願いいたしまTO
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